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9 。は じめ に

　近年 コ ン ピ ュ
・一タ の 普及に よ りマ ル チ メデ ィ ア に よ

る異な っ た メ デ ィ ア 問で の 色再現 が 般 的に行われる

よ うに な っ た 。 しか し、メデ ィ ア 間で の 色再現方法が

異な るため冉現色の 色違い が問題 とな っ て きて い る 。

　その 解決方法の一
つ と して カ ラ

ー
マ ネ

ージ メ ン トシ

ス テ ム があ るが、こ の シ ス テ ム は 高度に再現色 の
一

致

を求め られ る印刷業 界等で は普及 しつ つ あるが
．一

般的

方法 として普及す るの は困難な の が現状で ある 。

　カ ラ
ー

マ ッ チ ン グに は 「測色的 マ ッ チ ン グ」と 「色

の 見え の マ ッ チ ン グ．．の 2 つ の 捉え方がある／j 前者は

XYZ二 刺激値が
一致する こ とを目標 と し、後者 は人間

が キ観的 に 感覚す る 「色 の ．見え」が マ ッ チ ン グす る こ

とを 目標と して い る．こ の 二 つ を区別 して 考えなけれ

ばな らな い 理 山は、測色値 が色感覚量を忠実に表現 で

きて い な い ため で あ り、測色値が色の 見えを表す適切

な尺度とはな らな い か らで あ る c、

　また“
「
eb 上の ホ

ーム ペ
ー

ジ等で 利 用者が情報を共有

す る際 に 、 各 々 が 目にする画面色を測色 的 に マ ッ チ ン

グさせ る こ とは不可能で ある し、そ こ で は厳密な色合

わ せ を行う必要が あ る の か疑 問 で ある 。 こ の場合に は

色 の 見 え の マ ッ チ ン グ」、言い 換えれば共有する情報

の ニ ュア ン ス の マ ッ チ ン グがな され て い る かが 問題 で

ある。

　本研究で は、本来表面色の色知覚量 を計量心理尺度

で 評価す る Color　order 　 system で ある NCSO ）考え

方を 応 用 して 、カ ラ
ー一

モ ニ タ
ー

の 色 を NCS 的評価ブ丿法

を用 い て 評価 す る 。 こ の よ うな NcS的 評 価方法 に よ り、

カ ラ
ー

モ ニ タ
ーの 色 とそ れ か ら受 け取 るニ

ュ ア ン ス の

間 に どの ような関係が成 り立 つ の か調 べ る。

2 。実 験方 法

2．1観察 パ タ
ー

ン の 作成

　 10度視野を想定 して 、画像サイズ約 20× 20cmの 背

景色 の tli央 に 約 10　×　10cmの観察パ タ
ー一

ンを配置 した

RGB 両像 を Photoshop5 ．0 上 で RGB 設定 し作 成、

Powerpoint2000上 で 表示する 。

　モ ニ タ
ー

は縦 12inch× 横 16inchの 液晶デ ィ ス プ レ

イを使用す る 。 画面 の色設定は TureC。上〔〕r24 ビ ッ ト表

L二二 ．

一 一
：コ 46

示、色温度は 65eeK、ガ ン マ 2．20、自色輝度は約 150cd！
m
’
とする 。

　背景色は RGB設定 R；128　G ：128　B：128 の グレ イを

用 い る，、背景色の 外側は R ：OG ；OB ：0 の ブ ラ ッ クを

用 い る。

　観察 パ タ
ー一ン は 基準 と して 、RGB設定が R ：255　 G ：

255B ：0の パ タ
ー一ンを RGB指示色相 100（Y）、

R：255　G ：

OB ：0の パ タ
ーンを 200（R）、

R ；OG ：OB ：255の パ タ ー

ン を 300（B）、R ：OG ：255B ：0の パ タ
ー

ン を 400（G）と

して 設定 し、Y−RrR −B，BG ，G−Y 間で そ れ ぞ れ LOパ

タ
ーン 、 0〜255の RGBの 数値を 10等分 して シ ス テ マ

テ ィ ッ クに設定する こ とに よ りRGB指示色相 IGO（Y）か
ら 490（GY9）まで の 40バ ター

ン の 色柑を設定 した 。

例）RGB指示色相 100（Y）　 R：255　 G ：255　 B ：O
　　　　　　　　 I10（YRI）R；255　G：230　B ：O
　　　　　　　　 l2D（YR2）R：255　G：204　B：O

　　　　　　　　 190（YR9）R ：255　G ：26　B ：0
　　　　　　　　 200〔R）　　R ：255　G ： O　 B ；0
2．2観察条件

　本実験で は カ ラ
ー

モ ニ タ
ー

の 色相評価を N（：S評価方

法を適用 して 行 う ，， 実験 イ ン ス トラ ク シ ョ ン と して

NCSの 基本概念 （基本色 ・基 本属性 。色相 ・色み に つ

い て ）を被験者 に 説明す る，，

　2．1で記 した40色相 の 観察 パ タ
ーンを被験者に 対 し

ラ ン ダム に 、 毎回直前に 5秒間背景色と同じグレ イ の

パ タ
ー

ン を止視 させ て か ら呈示す る 。 被験者は観察パ

タ
ー

ン の 色相 に つ い て 基本色 と基本色 の 問を10分割し

て 回答す る 。

　モ ニ タ
ー
机上 の 照度 は 80ixで 、背景照明 に は白色酷

タイプ の 蛍 光灯を使 川 した。

　被験者は正常な色覚を持っ デザイ ン系大学生 で 20

代 の ．女性 6 名を対象に した 。

2．3観察パ タ
ー

ン の 測 色

　観察パ タ
ー

ン 40色 の xyY 値を測定す る。

3 ．結果 と考 察

　．：図 1：1 に横軸が RGB 指示 色相 （IOO（Y ）か ら 490

（GY9））、縦軸が NCS的評価値 とば らつ きの 範開を表す

グラ フ を示す。

1）Y系 の 色相判断 に つ い て

　NCS的評価値 100近傍で は RGB色相 指示値 が 480〜

110に 分布 して お り、見えが類似 して い て 基本色の 黄

」
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（Yeと以 ド表記する。）または それに近い 見えと評価さ

れ て い る こ とが わか る。こ こ で の 評価値の個人間の ば

らつ き範囲は 10〜30と小さ く、評価 1ま安定 して い る 。

2）R系の色相判断に つ い て

　NCS的評価値 200近傍で は RGB色相指示値が 正90〜

230に分布 して おり、 見えが類似 して い て 基本色 の赤

（Re）に近 い 見えと評価されて い る 。

　NCS的評価値 210〜 230の 範囲に対応す る RGB指示

色相は欠落 して い る 。

　NCS的評価値が 238、3 〜 281．7 に値す る RGB 指示色

相は 240〜270間に ほ ぼ 等間隔に位置 して お り、NCS

的評価値 とRGB指示色相はおおむね相関 して い る 。

3）B系の 色相評価 につ い て

　NCS的評価偵 300近傍で は RGB色相指示値が 280〜

330に分布 して お り、見えが類似 して い て基本色の 肯

（Be）に 近 い 見え と評仙され て い る c こ こ で のば らつ き

範囲は 0〜⊥Oと小 さ く評価 は安定 して い る。
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〔図 1〕RGB 指 示 色相とNCS 的評価 値 及 びバ ラツ キ の 範 囲

4）G系の 色相判断に つ い て

　NCS的評価値 450近傍で は RGB指示値が　 390〜430
に分布 して お り、見えが類似 して い て黄緑（G50Y）に近

い 見え と評価 され ている 。 また NCS的評価値 480近傍

で は RGB色相指示値が 440〜460に分布 してお り、黄

み の緑（G80Y）に 近 い 見え と評価 され て い る。こ 二 で も

ば らっ き範囲は 2G〜 30と小 さ い
。

　NCS的評価値 310〜 440の 値を持つ RGB指示色相 は

5 っ しか認め られず、NCS的評価値 330〜360に値す

る RGB指示色相 は 欠落 して い る こ とか ら、青緑（B50G）
に近 い見え の色相はカ ラ

ー
モ ニ タ

ー
上 に再現 され て い

な い こ とがわか る ，、
NCS的評価値 405で は RGB色相指

示値が 370を示 して お り、基本色 の 緑（Ge）に 近 い 見 え

と評価されて い る が、個人間の ば らつ き範囲は60と大

きく評仙は不 安定である ，、

　以上の結果か らRGB指示値の 変化に対 して 色の 見え

は忠 実に変化 しな い こ とが わか る 。

　　　　　　　　　〔図 2 〕に 観察 パ タ ー
ン の 測色値

　　　　　　　　 の 色度 図を示す 。 楕円 で 囲まれ て い

　　　　　　　　る部分は先に述べ た類似する評価値

　　　　　　　　を持 つ 色相 グル ープで ある、，こ れを

　　　　　　　　 見ると測色値 に ある程度 の 開きがあ

　　　　　　　　る色相 も同
一

の ニ ュ ア ン ス を伝えて

　　　　　　　　い る こ とがわかる 。

　　　　　　　　 4 ．おわ りに

　　　　　　　1、欝 俘翻 纛誨 盤
　　　　　　　　の原色の位肯に ほぼ

一
致するが、Ge

　　　　　　　I
は原色の位置とは異な っ て い る こ と

　　　　　　　　がわか っ た 。

　　　　　　　　　また アプ リケ
ーシ ョ ンによ っ て は

　　　　　　　　同 じRGB 設定で も色が異な っ て 見え
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る こ とが わか っ た 。

　色み tt一に つ い て は こ こ で は触れ て

い ない が 、色み
．
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